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火  災  概  況 

 

１ 出火件数 

令和元年中の出火件数は３０件であり、前年に比べ６件減少している。 

火災種別ごとの件数をみると、「その他の火災」が１４件と最も多く、出火件数の

46.7％を占め、「建物火災」１０件（33.3％）、「林野火災」５件（16.7％）、「車両火

災」が 1 件（3.3％）となっている。 

これらの出火件数を前年と比べると、「その他の火災」２件減少、「建物火災」７件減

少、「林野火災」４件増加、「車両火災」１件減少となっている。 

 

２ 火災の損害・死傷者の状況 

  令和元年中の建物焼損棟数は１６棟で、前年に比べ１１棟減少している。焼損床面積

については、４９１平方メートルで、前年に比べ 1,２１５平方メートル減少している。 

  令和元年中の火災による損害額は、52,130 千円で、前年に比べ 72,034 千円減少

している。 

  令和元年中の火災による死傷者数は、死者については１人、負傷者については 3人で、

前年と比べ死者は 1 人増加、負傷者は３人減少している。 

 

３ 出火原因 

令和元年中の出火件数 3０件のうち、出火原因については「たき火」が９件 30％で

上位を占めて、「たき火」が原因による火災は前年と比べ２件増加している。 

次に「たばこ」4件、「放火の疑い」3 件となっている。 

 

  



 

 

 

 

 

   過去１０年間の出火件数の推移
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平成３１・令和元年 平 成 ３ ０ 年 対 前 年 比

件 30 36 △ 6

件 10 17 △ 7

件 5 1 4

件 1 2 △ 1

件

件

件 14 16 △ 2

棟 16 27 △ 11

棟 3 10 △ 7

棟 2 1 1

棟 3 2 1

棟 8 14 △ 6

㎡ 491 1,706 △ 1,215

㎡ 9 3 6

ａ 29 1 28

人 1 1

人 3 6 △ 3

世帯 11 15 △ 4

世帯 2 4 △ 2

世帯 1 1

世帯 8 11 △ 3

人 37 41 △ 4

千円 52,130 124,164 △ 72,034

千円 33,698 123,881 △ 90,183

千円

千円 20 247 △ 227

千円

千円

千円 18,412 36 18,376

千円 1,738 3,449 △ 1,711

損 害 額 千円 3,370 7,287 △ 3,917

建 物 焼 損 面 積 ㎡ 49.1 100.4 △ 51.3

焼 損 棟 数 棟 1.6 1.6

り 災 世 帯 世帯 1.1 0.9 0.2

り 災 人 員 人 3.7 2.4 1.3

件 1.84 2.22 △ 0.38

人 163,312 161,834 1,478

 
 

全 焼

焼 損 棟 数

焼 損 表 面 積 （ 建 物 ）

焼 損 面 積 （ 林 野 ）

部 分 焼

半 焼

火災の概要

区             分

死 者 数

負 傷 者 数

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

出 火 件 数

ぼ や

焼 損 床 面 積 （ 建 物 ）

建物火災

１件当り

り 災 世 帯 数

全         損

半         損

小         損

り 災 人 員 数

損 害 額

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

出 火 率

人 口

(注)　出火率は、人口1万人当りの出火件数(人口は令和元年１２月３１日現在の住民基本台帳による）

船 舶 火 災

航 空 機 火 災

そ の 他 の 火 災

船 舶 火 災

航 空 機 火 災

そ の 他 の 火 災

全 火 災 1 件 当 り 損 害 額
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月別出火件数及び損害状況

合計

件 30

建物火災 件 10

林野火災 件 5

車両火災 件 1

船舶火災 件

航空機火災 件

その他の火災 件 14

棟 16

全 焼 棟 3

半 焼 棟 2

部分焼 棟 3

ぼ や 棟 8

㎡ 491

㎡ 9

ａ 29

人 1

建物火災 人 1

建物火災以外 人

人 3

建物火災 人 2

建物火災以外 人 1

千円 52,130

建物火災 千円 33,698

林野火災 千円

車両火災 千円 20

船舶火災 千円

航空機火災 千円

その他の火災 千円 18,412

世帯 11

全 損 世帯 2

半 損 世帯 1

小 損 世帯 8

人 37

1

2

13,923

11613,923

1

920

900

128

1

1

5196

1

2

2 13

1

1

20

5

12

12

5

1

1

1

18,400

2

10

16 10

10 1

1

1

18,400 16

18,733

18,733

1

187

35

99

1 2 1

3031

2

1 2

1 2 1

82

2

13

5 1

1

1

21 2

4

1

1 1

1

3 5 1

2 1

1

1

1

1 2

1

１２月

7

９月 １０月

4

１１月

4

１月 ２月 ３月 ４月 ８月５月 ６月 ７月

り 災 人 員

出火件数

り災世帯数

2

11

1

1

2

　　　　　　　　　　 月別
 区分

死 者 数

損 害 額

焼損棟数

焼損床面積(建物)

焼損表面積(建物)

焼損面積（林野）

負傷者数
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宗像市内の火災概要

件 18

建物火災 件 6

林野火災 件 3

車両火災 件 1

船舶火災 件

航空機火災 件

その他の火災 件 8

棟 10

全 焼 棟 1

半 焼 棟 2

部分焼 棟 3

ぼ や 棟 4

㎡ 269

㎡ 8

ａ 28

人

建物火災 人

建物火災以外 人

人 3

建物火災 人 2

建物火災以外 人 1

千円 14,543

建物火災 千円 14,511

林野火災 千円

車両火災 千円 20

船舶火災 千円

航空機火災 千円

その他の火災 千円 12

世帯 8

全 損 世帯 1

半 損 世帯 1

小 損 世帯 6

人 262 19

3 12

5

1

1

20

12

12 5

1

900 13,495

128

116

920 13,495

り 災 人 員

損 害 額

10

合計

1

り災世帯数

焼損面積(林野)

死 者 数

１月

負傷者数

焼損棟数

焼損床面積(建物)

焼損表面積(建物) 3

　　　　　　　　　   月別
 区分

出火件数

２月

5

268

６月３月 ４月

1

５月

1

1

1

1

７月

53

2

1

4

８月 ９月 １０月 １１月 １２月

4

3

1

3

2 7

21

1

1

2

1 2

1 2

1

1

1

1

99

2

11
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福津市内の火災概要

件 12

建物火災 件 4

林野火災 件 2

車両火災 件

船舶火災 件

航空機火災 件

その他の火災 件 6

棟 6

全 焼 棟 2

半 焼 棟

部分焼 棟

ぼ や 棟 4

㎡ 222

㎡ 1

ａ 1

人 1

建物火災 人 1

建物火災以外 人

人

建物火災 人

建物火災以外 人

千円 37,587

建物火災 千円 19,187

林野火災 千円

車両火災 千円

船舶火災 千円

航空機火災 千円

その他の火災 千円 18,400

世帯 3

全 損 世帯 1

半 損 世帯

小 損 世帯 2

人 11

1

5 6

1

1

1 2

18,733 10 428

4281018,733

1

35

1

1

1

1

12

21

11

1

2

3

1

1

1

2

1 1

　　　　　　　　　　 月別
 区分

出火件数

９月 １０月

2 2111

５月

焼損棟数

焼損床面積(建物)

焼損表面積(建物)

焼損面積(林野)

死 者 数

負傷者数

1

2

187

1

16

16

1

損 害 額 18,400

1

り 災 人 員

り災世帯数

18,400

合計１月 ２月 ３月 ４月 １１月 １２月６月 ７月 ８月

1
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時間別出火件数

計 建物 林野 車両 船舶 航空機 その他 死者 負傷者 建物（㎡） 表面積(㎡) 林野（ａ）

0～1 1 1 10

1～2

2～3

3～4 1 1 12

4～5 1 1

5～6

6～7

7～8

8～9 1 1

9～10 3 1 2 9

10～11 3 2 1 1 5 1,274

11～12 4 1 1 1 1 1 141 1 10 2,160

12～13 3 1 2 1 9

13～14

14～15 3 1 1 1 1 16

15～16 1 1

16～17

17～18 2 1 1 35 428

18～19 1 1 1 116

19～20 2 1 1 1 19

20～21

21～22 1 1 18,400

22～23 1 1

23～24 1 1 1 187 18,733

不明 1 1 127 2 10,962

合計 30 10 5 1 14 1 3 491 9 29 52,130

損害額
（千円）

出　　火　　件　　数　(件)　　　  区分

時間別

死傷者(人) 焼 損 面 積
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原因別出火件数

た ば こ 1 1 1 1 4

こ ん ろ 1 1

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

焼 却 炉

ス ト ー ブ

こ た つ

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管 1 1

電 気 機 器 1 1

電 気 装 置

電灯・電話等の配線 1 1

内 燃 機 関

配 線 器 具 1 1

火 遊 び

マッチ・ライター

た き 火 1 1 1 4 2 9

溶接機・切断機

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰 1 1

火 入 れ 1 1 2

放 火 1 1

放 火 の 疑 い 1 2 3

そ の 他 1 1 2

不明・調査中 1 1 1 3

合 計 2 1 2 1 3 5 1 4 7 4 30

たき火
１１件

たき火
11件

たき火
16件

たき火
12件

たき火
13件

その他
12件

たばこ
5件

たき火
12件

たき火
９件

こんろ
10件

こんろ
9件

その他
9件

その他
7件

こんろ
5件

電灯・
電話等
の配線

４件

その他
5件

たばこ
４件

放火
7件

その他
７件

こんろ
8件

こんろ
火入れ

放火の疑い
3件

たき火
4件

たき火
放火の疑い

その他
3件

電気機器
電灯・電話等

の配線
3件

電気機器
５件

放火の疑い
その他

不明・調査中
3件

47件 73件 64件 67件 49件 47件 34件 47件 36件 30件

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31・元年

  

７月 ８月 合計９月 １０月 １１月 １２月１月 ２月 ３月

過去１０年間の主な出火原因の推移

　　　　   月別

原因別
６月５月４月

たばこ

こんろ

その他
6件

たき火

その他

７件

出      火      件      数

統　計　年

出
火
原
因

１   位

２   位

３   位
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気象別出火件数

晴 2 1 1 1 1 4 1 1 5 4 21

曇 2 1 2 1 6

雨 1 1 1 3

雪
不 明

計 2 1 2 1 3 5 1 4 7 4 30

無風状態 1 1 2

北 1 2 2 5

北 北 東 1 1

北 東 1 2 3

東 北 東 2 1 1 4

東 1 1 1 3

東 南 東 1 1 1 3

南 東
南 南 東

南 1 1

南 南 西
南 西 1 1 2

西 南 西
西 2 1 1 4

西 北 西
北 西 1 1

北 北 西 1 1

不 明
計 2 1 2 1 3 5 1 4 7 4 30

１ 未 満 1 1 2

１ ～ ２ 1 1 2 1 1 2 8

２ ～ ３ 2 1 2 1 1 1 1 9

３ ～ ４ 1 1 1 1 1 1 6

４ ～ ５ 1 1 2

５ ～ ６ 1 1

６ ～ ７ 1 1

７ ～ ８ 1 1

８ 以 上
不 明

計 2 1 2 1 3 5 1 4 7 4 30

４０未満 1 1 1 3

４０～５０ 1 1 2

５０～６０ 1 1 1 2 1 6

６０～７０ 1 1 2 2 2 8

７０～８０ 1 1 2 4

８０～９０ 1 2 1 1 5

９０～１００ 1 1 2

不 明
計 2 1 2 1 3 5 1 4 7 4 30

６月 ７月 ８月 合計９月 １０月 １１月 １２月５月

湿

度

（

％

）

　　　　　　　　 月別

 区 分

天

候

風

速

（

ｍ

/

Ｓ

）

風

向

１月 ２月 ３月 ４月
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月別・市別出動車両・出動人員

計 消防署 消防団 計 消防署 消防団

１ 月 2 2 31 13 18 162 41 121

２ 月 1 1

３ 月 2 2 34 14 20 193 44 149

４ 月 1 1 23 6 17 116 17 99

５ 月 3 2 1 8 8 22 22

６ 月 5 5 43 23 20 188 65 123

７ 月 1 1 2 2 5 5

８ 月

９ 月 4 4 19 13 6 150 70 80

10 月 7 7 77 39 38 376 119 257

11 月 4 4 11 10 1 94 50 44

12 月

合 計 30 29 1 248 128 120 1,306 433 873

宗 像 市 18 18 107 75 32 586 276 310

福 津 市 12 11 1 141 53 88 720 157 563

　(注）出動件数とは、出動指令により火災出動した件数で一連の火災調査も含む。

        事後調査件数とは、事後通報により火災調査のみに出向した件数である。

　　　分
類

月別
市別

出動車両　(台) 出動人員　(人)
事
後
調
査
件
数

出
火
件
数

出
動
件
数
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建物用途別出火件数

　　　　　　月別
用途別

合計

計 10

建物火災の出火原因

 

 

１月

1

1 1 21

１２月

2

1

７月 ８月

4

９月

1

３月 ６月４月 ５月２月

1

1

１１月１０月

1

1

1

住 宅

共 同 住 宅 2

寄 宿 舎

事 務 所

店 舗 1

1

物 置

車 庫

作 業 場

納 屋

倉 庫

置 場

そ の 他

養 畜 舎

1

4

2

工 場

0

1

2

3

4

5

原 因

件

数
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覚知別火災件数

30

 

曜日別火災概況  

428

20,933

26

11,843

31

18,869

52,1302994911

1 1

3

187

9

10

3

9

128

1

1

35

7

1

1

1411

1 1

5

2

14

3

1

4

1

車両

2

1

1

2

5

3

船舶

出火件数

林野

1

建物

12 2

計

1

航空機 傷者死者

死傷者

その他

1

1

1 2

1

45

焼 損 面 積
損害額
(千円）建　物

（㎡）
林　野
（ａ）

表面積
（㎡）

47

1 

1 

　　　　　　　月別

 覚知別
４月 ５月 ６月２月 ３月１月 ８月７月

15 4

９月

1

１０月

6

1

2

1

１１月

1 

3 

24 

計１２月

11

1

2

合 計

木 曜 日

金 曜 日

土 曜 日

不 明

2

7

30

1

10

3 2

7

3

2

そ の 他 1

合 計

3

水 曜 日

警 察 電 話

事 後 聞 知

日 曜 日

　　　　　　　 内訳

　曜日別

火 曜 日

火災報知専用電話
（NTT以外の固定電話）

駆け付け通報

月 曜 日

1

火災報知専用電話
（NTT加入の固定電話）

火災報知専用電話
（ 携 帯 電 話 ）

加 入 電 話
( 固 定 電 話 ）

加 入 電 話
( 携 帯 電 話 ）
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火災種別件数

火災種別損害額

 

建物

10件

車両

1件

その他

14件

出火件数 30件

[分類名]

33,698千円

車両

20 千円

その他

18,412 千円

合計 52,130千円

林野
5件
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市別出火件数

市別損害額

 

 
 

宗像市

18件

福津市

12件

出火件数30件

宗像市

14,543千円

福津市

37,587千円

合計 52,130千円
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救 急 概 況 

１ 救急出動件数等の概況 

令和元年中の救急自動車による救急出動件数及び救急搬送人員は、6,559件、6,147

人であり、前年に比べると出動件数は 101件、搬送人員は 131人それぞれ減少した。 

救急自動車による出動件数は、一日平均 18.0件で、約 80分に 1件の割合で救急

出動し、市民の約 26.6人（前年約 25.8人）に 1人が救急自動車により搬送された

こととなる。 

また、覚知から現場到着までの所要時間の平均は 8.8分（前年の全国平均 8.7 分）、

医療機関収容までの所要時間の平均は 32.7分（前年の全国平均 39.5分）となり、現

場到着は全国平均より長いものの、医療機関収容は短くなっている。 

なお、ヘリコプター使用による搬送件数及び搬送人員は、５件、５人であり、前年と

比べると 1件減少であった。 

  

２ 救急搬送人員の詳細 

令和元年中の救急搬送人員を傷病程度別割合で見ると「軽症」が 37.6％、「中等症」

が 56.7％を占めている。事故種別構成比で最も大きかったのは、全体の 6４.7％を占

める「急病」であり、昨年と比べ 118人減少しており、「一般負傷」は 20人増加し

ている。 

年齢区分別割合で見ると「高齢者（65歳以上）」が、全搬送人員の 63.8％を占めて

おり、「成人（18歳以上 65歳未満）」の 25.9％を大きく上回っている。 

今後、高齢化の一層の進展による人口構成の変化が見込まれており、救急需要は更に

高まる可能性がある。 

 

３ 応急救護体制の充実 

令和元年中は、救命講習及び救急講習をあわせ、計５,３００人以上の市民に対し、

応急手当普及啓発活動を行った。 

市民が広く AEDを使用できる環境を目指し、平成２９年度に開始した「むなかた・

ふくつ AEDステーション制度」では、６施設増加し２１１施設となったが、２４時間

営業のコンビニエンスストアへ AEDを設置させていただく「コンビニAED事業」で

は、１店舗減少し４９店舗となっている。 

また、管内で開催される各種イベントにAEDを貸出す「AED 貸出事業」では、１

２のイベント等に貸出しを行い、市民の周知度も高まっている。 

一方、応急手当実施者への感謝の意を伝えるとともに、応急手当実施後の不安や相談

に応じる目的で「感謝カード」を作成し、応急手当実施者へ配布することで、バイスタ

ンダーサポート体制の充実化を図っている。 



過去10年間の救急出動件数及び人口の推移
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過去10年間の3大事故種別（急病・交通事故・一般負傷）の出動件数の推移
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1 1 28 4 1 94 1 6 461 69 665

2 1 1 27 2 3 94 329 51 3 511

3 2 28 2 7 86 3 5 339 63 3 538

4 41 2 7 97 1 340 62 4 554

5 29 6 5 93 6 317 38 1 495

6 1 2 20 4 4 78 2 299 53 7 470

7 1 31 5 9 74 1 4 345 64 5 539

8 2 32 10 9 104 4 401 57 4 623

9 2 1 30 4 9 80 1 2 323 51 4 507

10 4 1 19 2 9 90 2 3 331 66 3 530

11 2 31 2 1 81 8 345 44 4 518

12 30 6 5 102 1 9 395 56 5 609

合計 13 2 6 346 49 69 1,073 9 50 4,225 674 43 6,559

前年 19 1 12 370 48 66 1,046 19 43 4,347 646 1 42 6,660

1 24 4 1 91 1 4 428 69 622 43

2 1 25 2 3 91 313 50 1 486 25

3 22 2 7 76 2 1 321 62 493 45

4 36 2 7 91 322 62 520 34

5 27 6 5 90 1 294 38 461 34

6 1 19 4 4 70 276 53 427 43

7 1 30 5 9 69 1 2 328 64 1 510 29

8 1 31 10 9 97 3 377 57 585 38

9 1 28 4 9 71 1 1 303 51 469 38

10 2 1 17 2 9 86 2 1 317 66 503 27

11 26 2 1 79 1 323 44 476 42

12 27 6 5 89 1 5 374 55 562 47

合計 2 2 4 312 49 69 1,000 8 19 3,976 671 2 6,114 445

前年 5 1 9 333 48 66 981 16 31 4,094 645 3 6,232 428

1 27 4 1 91 1 4 430 69 627

2 1 26 2 3 91 313 50 1 487

3 24 2 7 76 2 1 321 62 495

4 38 2 7 91 322 62 522

5 30 6 5 90 1 294 38 464

6 1 19 4 4 71 276 53 428

7 1 33 5 9 69 1 2 328 64 1 513

8 1 33 11 9 98 3 378 57 590

9 1 31 4 10 71 1 1 304 51 474

10 2 1 20 2 9 86 2 1 317 66 506

11 28 2 1 79 1 323 44 478

12 28 6 5 89 1 5 374 55 563

合計 2 2 4 337 50 70 1,002 8 19 3,980 671 2 6,147

前年 5 1 9 371 48 66 982 18 31 4,098 646 3 6,278
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事故種別

市別

転
　
院

医
　
師

資
機
材

そ
の
他

宗像市 7 1 4 205 31 58 668 3 21 2,581 452 25 4,056

福津市 6 1 2 141 18 11 405 6 29 1,643 222 18 2,502

管外 1 1

合計 13 2 6 346 49 69 1,073 9 50 4,225 674 43 6,559

宗像市 2 1 3 188 31 58 621 3 6 2,415 450 2 3,780 276

福津市 1 1 124 18 11 379 5 13 1,560 221 2,333 169

管外 1 1

合計 2 2 4 312 49 69 1,000 8 19 3,976 671 2 6,114 445

宗像市 2 1 3 200 31 59 622 3 6 2,419 450 2 3,798

福津市 1 1 137 19 11 380 5 13 1,560 221 2,348

管外 1 1

合計 2 2 4 337 50 70 1,002 8 19 3,980 671 2 6,147
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　　（件）

3分以上 5分以上 10分以上
20分以上 計

事故種別 5分未満 10分未満 20分未満

20

救急自動車による現場到着所要時間別出動件数の状況

261

8.9

288

8.8

8.7

9.2201 117

　　　（注）　1　現場到着所要時間とは、覚知から現場到着までに要した時間をいう。
　　　　　　　2　上記｢その他｣は｢急病｣　｢交通事故｣　｢一般負傷｣以外の事故種別をいう。
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  （人）

事故種別
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1 1 828 449436 283

　　　（注）　1　収容所要時間とは、覚知から傷病者を医療機関等に収容するまでに要した時間をいう。

34そ　　の　　他

　　　　　　　2　上記｢その他｣は｢急病｣　｢交通事故｣　｢一般負傷｣以外の事故種別をいう。
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（件）

　　　　　曜　日
事故種別 月 火 水 木 金 土 日 計

合　計 933 971 904 873 973 962 943 6,559

火　　災 1 2 2 4 1 2 1 13

自 然 災 害 1 1 2

水　　難 1 1 1 1 2 6

交 通 事 故 52 64 41 47 59 30 53 346

労 働 災 害 9 6 14 6 5 6 3 49

運 動 競 技 6 6 7 3 3 20 24 69

一 般 負 傷 138 150 133 157 142 187 166 1,073

加　　害 1 3 1 2 2 9

自 損 行 為 7 8 5 7 8 7 8 50

急　　病 634 615 591 543 604 612 626 4,225

そ　の　他 85 119 107 104 149 96 57 717

前　年 1,007 911 894 885 940 1,010 1,013 6,660

22

曜日別出動件数
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

285 232 274 453 731 772 737 669 727 678 567 434 6,559

1 2 2 1 2 2 3 13

1 1 2

1 1 1 2 1 6

8 3 8 22 35 36 41 52 55 51 26 9 346

1 2 7 11 6 7 11 4 49

3 14 18 13 15 4 2 69

27 20 34 67 148 124 131 131 123 111 102 55 1,073

1 1 1 1 1 1 2 1 9

3 1 3 4 9 7 4 6 4 5 1 3 50

228 192 203 336 473 440 409 367 401 456 392 328 4,225

18 15 23 21 56 136 123 92 113 43 42 35 717

300 215 265 504 739 798 743 667 735 745 542 407 6,660
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　 　　　事故種別

 程度別
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急
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他

計

合 計 2 2 4 337 50 70 1,002 8 19 3,980 673 6,147

軽 症 1 209 21 43 505 6 6 1,473 50 2,314

中 等 症 2 3 111 26 26 456 2 11 2,312 535 3,484

重 症 1 1 17 3 1 41 2 195 88 349

死 亡

傷病程度別搬送人員

軽症

2,314人

（37.6%）

中等症

3,484人

（56.7%）

重症

349人

( 5.7%)

軽症 中等症 重症
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　　　　　　　　　事故種別
　年　　齢

火
　
　
災
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災
害

水
　
　
難
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通
事
故

労
働
災
害

運
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競
技

一
般
負
傷

加
　
　
害

自
損
行
為

急
　
　
病

そ
の
他

計

新　　　生　　　児
（生後28日未満）

1 2 22 25

乳　　　幼　　　児
（生後28日以上7歳未満）

1 13 74 247 43 378

少　　　　　　　年
（7歳以上18歳未満）

25 1 50 32 102 20 230

成　　　　　　　人
（18歳以上65歳未満）

1 1 192 37 17 138 5 17 977 210 1,595

高　　　齢　　　者
（65歳以上）

1 2 2 107 12 3 757 3 2 2,652 378 3,919

合　　　　　　　計 2 2 4 337 50 70 1,002 8 19 3,980 673 6,147

25

年齢別搬送人員

新生児

25人

(0.4%)

乳幼児

378人

(6.2%)

少年

230人

(3.7%) 成人

1,595人

(25.9%)

高齢者

3,919人

(63.8%）

新生児 乳幼児 少年 成人 高齢者



事故種別 急　病 交通事故 一般負傷 その他 計

処置項目

36 1 3 3 43

1 1

4 7 2 13

24 2 3 29

1 1

うち喉頭鏡・鉗子等による異物除去

薬 剤 投 与 22 2

うちラリンゲアルマスク等を使用しての気道確保

うち気管挿管を使用しての気道確保

除 細 動

静 脈 路 確 保

5

827 6,144

心 電 図 測 定

処置対象人員
3,978 337 1,002

固 定

人 工 呼 吸

酸 素 吸 入

止 血

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定

うち自動式心マッサージ器使用

心 肺 蘇 生

保 温

被 覆

在 宅 療 法

シ ョ ッ ク パ ン ツ

血 圧 測 定

心 音 ・ 呼 吸 音 聴 取

　　　（注）　1　　1名に付き複数の応急処置を行うこともあるため、応急処置対象人員と事故種別ごとの

　　　　　　　　　処置項目の計の数とは一致しない。

　　　　　　　2　  上記「その他」は「急病」「交通事故」「一般負傷」以外の事故種別をいう。

気 道 確 保

うち経鼻エアウェイを使用しての気道確保

そ の 他

6,055

5,632

3,914 332 990 819

3,761

67 149 287 62

22 9 40 11
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55
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10

6 4 7

65

754 19 49 258

251

18 67 212 26 323
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2

5,858

5,846

28
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145

5

57

322 950 771

112

4 6

救急隊員が行った応急処置等の状況

1,605

11710

11

778

8
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128

269

2

13

89

10

327

3,820 299 949

3,803
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死 亡

重 症

中 等 症 1 1

軽 症 1 1

小 計 1 1 2

死 亡

重 症 1 1

中 等 症 1 1 12 2 51 4 71

軽 症 10 14 130 21 175

小 計 1 11 26 2 182 25 247

死 亡

重 症

中 等 症 3 1 2 2 8 15 10 41

軽 症 1 3 13 2 7 18 17 61

小 計 4 4 15 4 15 33 27 102

死 亡

重 症 4 9 1 1 1 2 2 7 27

中 等 症 37 25 61 31 25 21 23 8 108 169 508

軽 症 6 26 33 49 35 14 26 1 127 125 442

小 計 47 60 94 81 61 36 51 11 242 294 977

死 亡

重 症 46 22 7 11 7 62 12 167

中 等 症 179 216 129 266 6 28 31 36 281 519 1,691

軽 症 23 75 76 52 17 24 23 3 182 319 794

小 計 248 313 212 329 23 52 54 46 525 850 2,652

死 亡

重 症 50 31 7 12 1 1 2 9 70 12 195

中 等 症 216 245 192 311 33 59 54 44 455 703 2,312

軽 症 29 102 122 128 54 45 49 4 458 482 1,473

295 378 321 451 88 105 105 57 983 1,197 3,980

急病にかかる疾病分類別搬送人員

感覚系脳疾患 心疾患 計その他消化系 呼吸系

　　　（注）　年齢区分は新生児（生後28日未満）、乳幼児（生後28日以上7歳未満）、少年（7歳以上18歳未満）、

             疾病分類

 年齢区分

新
　
生
　
児

合　　　計

計

高
　
 

齢
　
 

者

新生物 不明確

　　　　　　   成人（18歳以上65歳未満）、高齢者（65歳以上）を示す。

乳
　
幼
　
児

精神系

少
　
 

年

成
 
　
人

泌尿系
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月  別

男  再講習 女 再講習
　合

（男・女）
計

（再講習） 男  再講習 女 再講習
　合

（男・女）
計

（再講習） 普通・上級 再講習

1月 130 17 167 24 297 41 297 41

2月 140 23 113 2 253 25 253 25

3月 333 7 241 16 574 23 574 23

4月 16 6 3 19 6 21 1 22 1 43 2 62 8

5月 303 41 202 3 505 44 505 44

6月 381 47 307 9 688 56 688 56

7月 47 8 57 6 104 14 104 14

8月 3 3 43 31 46 34 46 34

9月

10月 154 18 154 23 308 41 13 7 4 17 7 325 48

11月 51 18 33 6 84 24 84 24

12月 13 17 11 30 11 30 11

小  計 1,571 188 1,337 131 2,908 319 34 8 26 1 60 9 2,968 328

合  計

累  計

   ※  令和元年中の救命講習  受講者総数    
         　うち普通救命講習　受講者数    
　         うち上級救命講習　受講者数

   ※ 令和元年12月31日現在の救命講習　受講者総数    
　         うち普通救命講習　受講者数 
　         うち上級救命講習　受講者数

70,532人

2,968人
2,908人

   ※  令和元年中の応急手当普及員講習　受講者数　 4人

2,715人

73,247（9,029）2,715（229）

合計
受 講 者 数 

70,532（8,800）
2,908（319)

   ※  令和元年中の救急講習回数～82回　受講者数～2,419人　　

73,247人

応急手当普及啓発活動状況

上 級 救 命 講 習

60（9） 2,968（328）

普 通 救 命 講 習Ⅰ・Ⅱ･Ⅲ

60人

受 講 者 数 
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事故種別

市町村別

宗像市 9 8 47 13 77

福津市 1 1   11 1 14

管外

合計 10 1 8 58 14 91

事故種別

市町村別

宗像市  37 1 1 30 1 15 170 7 262

福津市 1 13 1 16 2 13 76 3 125

管外

合計 1 50 2 1 46 3 28 246 10 387

※　「消防隊による救急活動」とは、救急隊が現場到着まで10分以上要する場合に消防隊が先行出動し、救急隊
　に引継ぐまで応急処置等を行うもの。

※　「消防隊による救急支援活動」とは、救急隊単隊では搬送困難な場合や救急活動に際し危険がある場合に
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　救急隊と同時出動し、搬送支援または現場安全確保にあたるもの。
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30 

救  助  概  況 

 

令和元年（平成３１年）中の救助出動件数は７９件で、前年と比べると１９件増加してい

る。救助活動件数は５１件で、１６件増加している。 

なお、救助人員は４７人で、前年と比べると８人増加している。（下表参照） 

 

 

救助活動件数及び救助人員の推移 

区分 

 

 年 

救 助 活 動 件 数 救 助 人 員 

件 数 対前年増減率 人 員 対前年増減率 

２７年 

２８年 

２９年 

３０年 

３１年・元年 

２４ 

２３ 

２２ 

３５ 

５１ 

▲１１．１％ 

▲４．２％ 

▲４．３％ 

５９．１％ 

４５．７％ 

２２ 

２３ 

２２ 

３９ 

４７ 

▲１５．４％ 

４．５％ 

▲４．３％ 

７７．３％ 

２０．５％ 

 

 

事故種別ごとに出動件数をみると、最も多いのは、「建物等による事故」３０件で全体の

3８.０％を占めている。次に「その他の事故」２２件（2７.８％）、以下「交通事故」1８

件（２２.７％）、「水難事故」６件（７.６％）、「火災」1 件（1.３％）、「機械による事故」

１件（１.３％）、「ガス及び酸欠事故」１件（１.３％）となっている。 

救助活動件数では、「建物等による事故」が最も多く 1８件で全体の３5.3％を占めてい

る。次に「その他の事故」１７件（３3.3％）、「交通事故」１１件（２1.6％）、「水難事故」

３件（５.９％）、「火災」1 件（2.０％）、「ガス及び酸欠事故」１件（２.０％）となってい

る。 

救助人員は４７人で、事故種別ごとにみると、「その他の事故」1７人で最も多く、全体

の３６.2％を占めている。次に「建物等による事故」１６人（３４.０％）、「交通事故」１

１人（２３.４％）、「水難事故」２人（４.３％）、「火災」1 人（2.１％）、となっている。 

 

※「その他の事故」とは、火災、交通事故、水難事故、風水害等自然災害事故、機械に

よる事故、建物等による事故、ガス及び酸欠事故及び破裂事故以外の事故で消防機関によ

る救助を必要としたものを言います。 
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22 60791

破
裂
事
故

発生月日 発生場所

36活動車両台数(台)

活動件数　(件)

1

16

救助人員　(人)

事故種別

主な救助活動

4月3日

宗像市

198

宗像市

事故内容

水難事故

交通事故

166

7

45

59

1

9月6日

2

6月27日

156 326

16

18 1 35

39

671120

台数

17 51

4717

交通事故福津市

　JR鹿児島本線の駅で、軽自動車が
ロータリーから軌道上に約７．４メートル
墜落したという交通救助事案に出動し
たもの。
　軽自動車はフロント部分が大破してお
り、運転手は意識レベルⅡ桁、顔面外
傷及び腰部可動時痛が認められた。
　救助隊及び福津署救助警防小隊が
協力し、バックボードにて要救助者を車
外へ救出した。

163

　２ｔトラックが前方の２tトラックに追突し、追
突した車両の助手席に乗っていた要救助
者が、左半身を車両に挟まれ、車外に脱出
できないという交通救助事案に出動したも
の。
　大型油圧救助器具及びグラスソーを活用
し、追突したトラックの助手席側ピラー、フロ
ントガラス及び助手席側ドアを切断。追突さ
れたトラックの後部に可搬式ウインチを設定
し、ピラーの拡張を実施。挟まれ部分の開
放を行い、救急小隊のバックボードに収容
し救出した。

21

514

55 103

1

宗像市

17

4

6

11
その他の事

故

　70歳代の女性が竹林斜面において
倒れて動けないとの通報により救助出
動したもの。
　救助隊到着時、要救助者の意識レベ
ルは清明であったが、倒れた竹により
身動きが取れない状態であった。
　要救助者の上にあった竹を除去し、ス
ノーボードに収容、救急車停車位置ま
で徒手搬送し救出した。

　釣川に人が溺れているとの通報により
水難救助出動したもの。
　赤間警防小隊が要救助者を確保し、
ファーストダイバー２名が入水して、ヘッ
ドキャリー及び救命浮環を活用して岸
に搬送し救急車内に収容した。

11

1

6

5
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1
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（表） （裏）

（表） （裏）

感謝カード①

感謝カード②

「バイスタンダーサポート体制」とは
　
　現場に居合わせ、傷病者に対して応急手当を実施して頂いた方(以下「バイスタンダー」
という。)をサポートする体制です。
救急現場で応急手当を行って頂いたバイスタンダーの皆さんに、応急手当を行って頂いた
ことに対しての感謝の意を表すカードを配布し、応急手当を行ったことによる不安等が
あった場合に、消防本部が「相談窓口」となり医療機関などの関係機関と連携して相談に
応じるもので、バイスタンダーの皆さんの不安を軽減して、今後の更なる応急手当の実施
と普及を期待するものです。



「むなかた・ふくつＡＥＤステーション制度」とは 

市民の方が突然心臓が止まるような重篤な状態になった場合や、不慮の事故に遭遇したときに、近

くにあるＡＥＤ設置事業所のＡＥＤを使用して電気ショックを行い、効率的な救命処置ができるよう

にする制度です。 

         

【この標章が目印です】          【市民の方によるＡＥＤの使用】 

「コンビニエンスストアＡＥＤ設置事業」とは 

「むなかた・ふくつＡＥＤステーション」では対応できない夜間や休日などの時間帯を補完するため、

市内の２４時間営業のコンビニエンスストアに、宗像地区消防本部がリース契約したＡＥＤを店舗内

に設置させていただき、更なる救命率の向上を目指すための制度です。 

 

  

    【設置協力店舗（令和元年１２月３１日現在）】   【宗像地区ＡＥＤステーション一覧はここです】 

               

     19 店舗   13 店舗   ８店舗  ４店舗  ３店舗   ２店舗                    
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